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理学療法学専攻 
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動が身体活動量, 身体・精神症状，QOL におよぼす影響．Pain Rehabilitation 5 (1): 36-42, 2015 
 
2  平瀬達哉, 片岡英樹, 井口 茂, 中野治郎, 沖田 実：地域在住高齢者における痛みによる日常生活活動制限の違い
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響．日本基礎理学療法学雑誌 18 (2): 51-59, 2015 
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5  西野文子, 伊藤裕也, 辻 創介, 梅田雅孝, 福井翔一, 鈴木貴久, 中島好一, 寶來吉朗, 古賀智裕, 岩本直樹, 一瀬邦弘, 

玉井慎美, 中村英樹, 川上 純, 川尻真也, 折口智樹：血漿交換が奏功した血栓性微小血管障害（TMA）合併強皮症腎ク

リーゼの一例．九州リウマチ 35(1): 48-53, 2015 
 
6  西野文子, 川尻真也, 原 佑紀, 辻 創介, 梅田雅孝, 福井翔一, 鈴木貴久, 中島好一, 寶來吉朗, 古賀智裕, 岩本直樹, 

一瀬邦弘, 玉井慎美, 中村英樹, 折口智樹, 川上 純：エタネルセプト治療経過中にネフローゼ症候群を発症した環軸椎亜

脱臼合併関節リウマチの一例．九州リウマチ 35(2): 104-109, 2015 
 
7  一瀬邦彦, 辻 創介, 梅田雅孝, 福井翔一, 西野文子, 鈴木貴久, 中島好一, 寶來吉朗, 川尻真也, 岩本直樹, 平井康子, 

有馬和彦, 玉井慎美, 中村英樹, 溝上明成, 折口智樹, 川上 純：トシリズマブからエタネルセプトへ切り替え後，妊娠・

出産に至った若年性特発性関節炎の成人例．九州リウマチ 35(2): 121-127, 2015 
 
8  米倉暁彦, 小関弘展, 金丸由美子, 千葉 恒, 尾﨑 誠：進行した内側型変形性膝関節症に対する脛骨顆外反骨切り術

－手術手技の留意点－．別冊整形外科 67: 144-149, 2015 
 
9  小関弘展, 堀内英彦, 志田崇之, 依田 周, 野口智恵子, 白石孝信, 渡邊郁哉, 馬場恒明, 尾﨑 誠：炭素イオン注入し

たチタン合金表面の耐腐食性評価．日本関節病学会誌 34 (4) : 543-548, 2015 
 
10  田中貴子, 神津 玲, 北川知佳, 朝井政治, 千住秀明：呼吸介助習熟度評価表の評価者間一致度及び一回換気量増大に

影響する要素の検討．日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 25(1): 95-98, 2015 
 
11  藤森美菜子, 夏迫歩美, 鶴崎俊哉：乳幼児期における割り座姿勢の習慣と立位姿勢との関連．理学療法科学 30(3): 
429-432, 2015 
 
12  陶山和晃, 朝井政治, 田中貴子, 田中健一朗, 宮本直美, 髻谷 満, 千住秀明：健常高齢者の歩数と身体活動関連エネ

ルギー消費量に影響を与える因子の検討．理学療法学 30(4): 513-518, 2015 
 
13  寺尾 瞳, 近藤景子, 園田楽人, 鶴崎俊哉：ハイハイ動作の再考．多様性の視点から．理学療法科学 30(3): 459-464, 
2015 
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1  沖田 実：基礎理学療法領域におけるコア・パラダイム．理学療法学 42(8): 697-698, 2015 
 
2  折口智樹, 有馬和彦, 川尻真也, 古賀智裕, 玉井慎美, 中村英樹, 川上 純, 塚田敏昭, 宮下賜一郎, 藤川敬太, 溝上明

成, 岩永 希, 古山雅子, 中島宗敏, 河部庸次郎, 荒牧俊幸, 植木幸孝, 福田孝昭, 江口勝美：RS3PE 症候群（Remitting 
Seronegative Symmetrical Synovitis with Pitting Edema）．九州リウマチ 35(1): 1-6, 2015 
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3  夏井一生, 神津 玲：摂食・嚥下機能と呼吸筋．理学療法 32(5): 457-464, 2015 

  
4  山口典子, 神津 玲：Early mobility and Exercise 運動療法と早期離床．呼吸器ケア 13(7): 652-657, 2015 

 
 5  神津 玲：嚥下障害の管理に必要なポジショニング．嚥下医学 4(2): 145-148, 2015 
 
 6  及川真人, 花田匡利, 神津 玲, 千住秀明：人工呼吸管理中の呼吸理学療法．呼吸器内科 28(2): 118-125, 2015 
 
 7  神津 玲：呼吸リハビリテーションの「今」とおさえておきたい基礎知識．月刊ナーシング 35(12): 64-66, 2015 
 
 8  神津 玲, 及川真人：気道クリアランス法．月刊ナーシング 35(12): 75-77, 2015 
 
 9  花田匡利, 及川真人, 名倉弘樹, 神津 玲：ポジショニング．呼吸器ケア 13(12): 1163-1168, 2015 
 
10  神津 玲：呼吸器疾患におけるフィールド歩行テスト．呼吸器ケア 13(12): 1238-1241, 2015 
 
11  田中貴子：理学療法における身体活動への取り組みのための測定・評価のポイント．理学療法 32(2): 106-112, 2015 
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1  井口 茂：地域リハビリテーションの概念．（重森健太（編）：PT･OT ビジュアルテキスト地域理学療法第 1 版，

羊土社，東京，pp. 14-26 所収）2015 
 
2  沖田 実：理学療法．（井関雅子（編）：臨床に役立つ神経障害性痛の理解，文光堂，東京，pp. 83-87 所収）2015 
 
3  神津 玲：ICU において，せん妄の発現抑制あるいは期間短縮を目的に早期リハビリテーション介入を行うべきか？

（布宮 伸（編）：Surviving ICU シリーズ 重症患者の痛み・不穏・せん妄 実際どうする？使えるエビデンスと現場か

らのアドバイス，羊土社，東京，pp. 148-152 所収）2015 
  
4  神津 玲：ICU において早期リハビリテーション介入は，どのような患者に対して，いつから何をどのように進めて

いけばよいか？（布宮 伸（編）：Surviving ICU シリーズ 重症患者の痛み・不穏・せん妄 実際どうする？使えるエビ

デンスと現場からのアドバイス，羊土社，東京，pp. 153-158 所収）2015 
 
 5  神津 玲：慢性閉塞性肺疾患（COPD）．（池田久雄（編）：実践！こうすればできる心臓リハビリテーション，メ

ディカルレビュー社，東京，pp. 199-205 所収）2015 
 
 6  神津 玲：急性呼吸障害に対する理学療法技術の検証．（福井 勉，神津 玲，大畑光司，甲田宗嗣（責任編集）：

理学療法 MOOK 17 理学療法技術の再検証：科学的技術の確立に向けて，三輪書店，東京，pp. 142-153 所収）2015 
 
 7  角野 直, 神津 玲：慢性呼吸不全．（内山 靖（編）：実践的な Q & A による エビデンスに基づく理学療法第 2
版：評価と治療指標を総まとめ，医歯薬出版，東京，pp. 283-300 所収）2015 
 
 8  神津 玲：誤嚥性肺炎．（内山 靖（総編集）, 網本 和, 臼田 滋, 高橋哲也, 淵岡 聡, 間瀬教史（編）：今日の

理学療法指針，医学書院，東京，pp. 357-360 所収）2015 
 
 9  神津 玲：気道クリアランスの必要性と手技．（一般社団法人 日本クリティカルケア看護学会（監）：人工呼吸器

離脱のための標準テキスト，学研メディカル秀潤社，東京，pp. 117-122 所収）2015 
 
10  神津 玲：窒息・嘔吐への対処法．（日本摂食嚥下リハビリテーション学会（編）：日本摂食嚥下リハビリテーショ

ン学会 e ラーニング対応，第 2 分野，摂食嚥下リハビリテーションの前提 Ver. 2，医歯薬出版，東京，pp. 15-18 所収）2015 
 
11  松尾耕一, 鈴木由貴, 土屋留美, 奥田晃久, 原田 大, 神津 玲（著）, 讃井將満（編）：ICU スタッフのための人工

呼吸ケア：最重要症例でがっちり読み解く！，メディカ出版，大阪，2015 
 
12  神津 玲：呼吸および頸部・体幹に対する訓練．（日本摂食嚥下リハビリテーション学会（編）：日本摂食嚥下リハ

ビリテーション学会 e ラーニング対応，第 4 分野，摂食嚥下リハビリテーションの介入，Ⅰ口腔ケア・間接訓練 Ver. 2，
医歯薬出版，東京，pp. 1183-1220, 所収）2015 
 
13  神津 玲：重症患者における早期理学療法の基本的考え方．（神津 玲（責任編集）：理学療法 MOOK 18 ICU の

理学療法，三輪書店，東京，pp. 202-211 所収）2015 
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